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①講座の趣旨 ・履修上の注意

②図書館の愉しみ　 ・レポート課題の提示

③

　■座学 ④

①図書の歴史と図書館 図書館員

②学術情報と大学図書館

③明大図書館における図書の収書から提供まで ・個人情報保護の問題

　■座学 ④明大図書館における図書の目録と分類 ・図書館の自由の問題

①施設 ・各キャンパスの特性を盛り込む 図書館員

②蔵書

③サービス（ﾚﾌｧﾚﾝｽ、ＩＬＬ、紹介状、他）

　■座学 ④各種手続、マナー

①レファレンスツールの利用法 図書館員

②百科、人名、歴史、統計、専門資料

③冊子体目録

　■座学 ④図書（目次、索引）の使い方

①読書経験論 教員

②図書館と私

③

　■座学 ④

①ＯＰＡＣの概要・基本的検索法 ・情報処理教室ＰＣ使用 図書館員

②一歩進んだ検索技法　 ・グループ分け 2～3名

③目録データの読み方

　□実習 ④携帯ＯＰＡＣ、ポータル

⑤山手ｺﾝｿ（ＯＰＡＣと利用） ・情報処理教室ＰＣ使用 図書館員

⑥Nacsis-webcat ・グループ分け 2～3名

⑦国立国会図書館図書館

　□実習 ⑧和泉：杉並ネット（利用）

①逐次刊行物の概要 図書館員

②雑誌書庫　

③原紙、縮刷版、マイクロ、ＣＤ-ＲＯＭ

　■座学 ④雑誌記事索引、eジャーナル

⑤国内DB（日経、聞蔵、M-PLUS、他） ・情報処理教室ＰＣ使用 図書館員

⑥海外DB（ＣＳＡ、ＬｅｘｉｓＮｅｘｉｓ、他） ・グループ分け 2～3名

⑦その他のDB ・外部データベース教育モード契約

　□実習 ⑧

①インターネットの概要 図書館員

②インターネット上の情報源

③検索エンジン

　■座学 ④各種ＤＢ

⑤電子図書館 ・情報処理教室ＰＣ使用 図書館員

⑥インターネット上の一次情報 ・グループ分け 2～3名

⑦デジタル情報の注意点

　□実習 ⑧

①著作権、知的所有権

②インターネットと法　

③コピーの取り方

　■座学 ④著作権法と引用

① ・レポート提出上の注意

②　

③

　■座学 ④まとめ
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図書による情
報の探し方

8

新聞・雑誌情
報の探し方
（1）

7

図書情報の
探し方（2）

方法、等 講師
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図書情報の
探し方（1）

大学図書館
への招待

コーディ
ネータ

教員or図書
館員

図書館と著
作権
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インターネッ
ト情報（2）

10

インターネッ
ト情報（1）

・順番はインターネットの後がよい

13

レポート・論
文の書き方

・順番はここに拘らず、区切りの良いとこ
ろに入れる
・稀覯書、貴重書の教室持込み（図書館
員の立会い）もあり

コーディ
ネータor他
の教員

・事前に大学のインターネット講習会受
講を必須とする（早い時点でアナウンスと
日程表配付）

新聞・雑誌情
報の探し方
（2）

5

書物の愉し
み
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2006年度学部間共通総合講座「図書館活用法」カリキュラム（検討案）
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明大図書館
の施設・蔵
書・サービス

2

図書の歴史
と図書館

1

・図書及び図書館の文化史的な内容と
する

盛り込むべき内容回 テーマ
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